
現行の地域医療構想の主な課題

• 2040 年頃を見据えると、人口動態の変化に伴い、地域ごとの課題や地
域に求められる医療提供体制のあり方が異なる。

• 病床数の議論が中心となり、外来医療、在宅医療等の地域の医療提供体
制全体の議論が不十分。

• 病床機能報告制度において、高度急性期と急性期、急性期と回復期の違
いがわかりづらい。

• 医師や看護師等の医療従事者の確保が困難となっている中、2040 年に
向けて、さらなる生産年齢人口の減少の中、医療提供体制の確保が必要。

• 機能別の必要病床数は患者単位のデータから設定され、病棟単位で報告
される実際の病床数との間で差異が生じている。
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